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島
田
市
と
周
辺
の
３
市
１
町
で
行
わ
れ
て
い

る
「
茶
草
場
農
法
」
は
、
茶
畑
の
周
り
に
点
在

す
る
草
場
の
草
を
刈
り
取
っ
て
茶
畑
に
敷
く
茶

園
管
理
方
法
で
す
。

　
平
成
25
年
５
月
30
日
に
「
静
岡
の
茶
草
場
農

法
」
と
し
て
世
界
農
業
遺
産
に
認
定
さ
れ
ま
し

た
。
島
田
市
で
は
13
の
個
人
と
団
体
が
農
法
実

践
者
と
し
て
認
定
を
受
け
て
い
ま
す
。

世
界
農
業
遺
産
「
静
岡
の
茶ち
ゃ

草ぐ
さ

場ば

農
法
」
認
定
で

お
茶
の
付
加
価
値
を
作
り
た
い

市議会

茶
ち ゃ

草
ぐ さ

場
ば

を守る
若手農業者

＆

世界農業遺産に認定された
「静岡の茶草場農法」で

お茶を生産する若手農業者に
お話を伺いました。

特 集

《
普
段
は
ど
の
よ
う
な
気
持
ち
で

茶
草
場
で
の
作
業
を
し
て
い
ま
す
か
？
》

　
日
常
の
農
作
業
の
中
で
、
当
た
り
前
の
仕
事

と
し
て
や
っ
て
い
ま
す
。
昔
か
ら
ず
っ
と
や
っ

て
き
た
作
業
な
の
で
、
物
心
が
付
い
た
こ
ろ
か

ら
「
こ
う
い
う
も
の
」
だ
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。

　
茶
草
場
で
の
草
刈
り
自
体
は
、
手
間
が
か
か

る
、
重
労
働
で
大
変
な
作
業
だ
と
思
い
ま
す
。

《
世
界
農
業
遺
産
に
な
っ
た
感
想
は
？
》

　
茶
草
場
農
法
に「
環
境
に
優
し
い
」と
い
う
価

値
が
あ
る
と
は
思
っ
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
世

界
農
業
遺
産
自
体
も
あ
ま
り
知
ら
れ
て
い
る
も

の
で
は
な
く
、
僕
た
ち
も
知
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
た
だ
、
今
は
他
市
の
茶
草
場
の
方
が
有
名
に

な
っ
て
い
ま
す
。
島
田
市
で
も
や
っ
て
い
る
こ

と
な
の
で
、
負
け
た
く
な
い
な
と
思
い
ま
す
。

島田市の茶草場については、島田市のホームページ・サイト内検索で 茶草場 をクリック！

切山地区でお話を伺いました



03 議会だよりShimada City Assembly News

《
認
定
さ
れ
て
変
わ
っ
た
こ
と
は
？
》

　
販
売
増
な
ど
に
は
結
び
付
い
て
は
い
ま
せ
ん

し
、
世
界
的
に
も
そ
の
傾
向
の
よ
う
で
す
。
で

も
、能
登
の
棚
田（
石
川
県
）で
は
認
定
を
契
機

に
新
規
就
農
者
が
増
え
て
い
る
そ
う
で
す
。
認

定
で
価
値
を
高
め
ら
れ
れ
ば
、
販
売
収
入
な
ど

も
増
え
て
く
る
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

《
次
世
代
に
つ
な
げ
る
た
め
の
課
題
は
？
》

　
草
を
刈
っ
て
景
観
を
守
る
に
も
コ
ス
ト
が
か

か
り
ま
す
し
、
農
家
１
件
あ
た
り
の
管
理
面
積

が
増
え
時
間
が
足
り
な
く
な
っ
て
い
ま
す
。
今

ま
で
は
農
家
が
個
人
で
茶
草
場
を
守
っ
て
き
ま

し
た
が
、
高
齢
化
も
進
ん
で
い
ま
す
。

《
行
政
と
市
議
会
へ
一
言
お
願
い
し
ま
す
》

　
農
家
が
茶
草
場
の
管
理
を
で
き
な
く
な
る
と
、

今
後
は
行
政
の
仕
事
に
な
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

他
市
で
は
行
政
が
支
援
を
し
て
草
を
刈
っ
て
い

る
い
る
と
も
聞
き
ま
す
。「
文
化
的
価
値
と
環
境

保
全
」
だ
け
で
は
、
茶
草
場
の
維
持
は
難
し
い

と
思
い
ま
す
。

　
今
回
の
認
定
で
お
茶
の
付
加
価
値
を
作
っ
て

収
入
に
結
び
付
け
、
そ
れ
が
循
環
す
る
よ
う
に

な
れ
ば
、
後
継
者
不
足
を
解
消
で
き
、
耕
作
放

棄
地
も
減
っ
て
い
く
と
思
い
ま
す
。

　
日
頃
の
ご
苦
労
を
お
聞
き
し
、
あ
ら
た
め
て

世
界
農
業
遺
産
へ
の
理
解
を
深
め
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

荒れた耕作放棄地 茶草場に生殖するササユリ
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11
月
22
日
（
火
）
本
議
会
初
日　
25
議
案
上
程

市
長
専
決
処
分
に
よ
る
報
告
１
件
、
平
成
28
年
度
会
計
補
正
予
算
（
一

般
会
計
１
件
、
特
別
会
計
５
件
、
公
営
企
業
会
計
２
件
）
の
ほ
か
、
条

例
改
正
８
件
、
一
般
議
案
８
件
が
上
程
さ
れ
ま
し
た
。

12
月
１
日
（
木
）
〜
５
日
（
月
）
一
般
質
問　
議
員
17
人
が
登
壇

議
長
を
除
く
全
議
員
17
人
が
、
一
問
一
答
に
よ
る
一
般
質
問
を
行
い
ま

し
た
。

（
８
〜
16
ペ
ー
ジ
）

12
月
６
日
（
火
）
議
案
質
疑
で
議
員
４
人
が
登
壇　
16
議
案
追
加
上
程

議
員
４
人
が
登
壇
し
、議
案
の
詳
細
に
つ
い
て
市
当
局
に
質
問
し
ま
し
た
。

（
５
ペ
ー
ジ
）

平
成
28
年
度
会
計
補
正
予
算
（
一
般
会
計
１
件
、
特
別
会
計
５
件
、
公

営
企
業
会
計
２
件
）の
ほ
か
、条
例
改
正
８
件
が
追
加
上
程
さ
れ
ま
し
た
。

12
月
７
日
（
水
）
〜
12
月
８
日
（
木
）
常
任
委
員
会
の
議
案
審
査

厚
生
教
育
・
経
済
建
設
・
総
務
生
活
の
各
常
任
委
員
会
が
、
そ
れ
ぞ
れ

半
日
ず
つ
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
３
委
員
会
で
合
わ
せ
て
１
日
半
を
か
け
、

付
託
さ
れ
た
議
案
審
査
を
行
い
ま
し
た
。

所
属
議
員
以
外
の
議
員
も
各
委
員
会
を
傍
聴
し
、
審
査
を
見
守
り
ま
し

た
。	

（
６
〜
７
ペ
ー
ジ
）

12
月
16
日
（
金
）
本
会
議
最
終
日　
追
加
議
案
上
程　
全
議
案
可
決

３
常
任
委
員
会
で
の
審
査
内
容
と
結
果
を
各
委
員
長
が
報
告
し
ま
し
た
。

市
長
専
決
処
分
に
よ
る
報
告
１
件
、
平
成
28
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算

１
件
、
一
般
議
案
１
件
が
追
加
上
程
さ
れ
ま
し
た
。

議
員
１
人
が
登
壇
し
、議
案
の
詳
細
に
つ
い
て
市
当
局
に
質
問
し
ま
し
た
。

採
決
の
結
果
、全
議
案
は
全
員
賛
成
に
よ
り
そ
れ
ぞ
れ
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

さ
ら
に
意
見
書
１
件
を
採
択
し
、
国
に
送
付
し
ま
し
た
。

	
	

（
７
ペ
ー
ジ
）

定例会
の

概要

平
成
28
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
な
ど
可
決

一
般
会
計
７
億
４
５
７
２
万
３
千
円
を
増
額

平
成
28
年
第
４
回
定
例
会
が
、
11
月
22
日
（
火
）
か
ら
12
月
16
日
（
金
）
ま
で
25
日
間
の
会
期
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
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〈
議
案
第
85
号	

一
般
会
計
補
正
予
算
〉

〈
議
案
第
85
号	

一
般
会
計
補
正
予
算
〉

〈
議
案
第
85
号	

一
般
会
計
補
正
予
算
〉

Q	

助
成
の
対
象
と
な
る
認
定
こ
ど
も
園
の
開
所
予
定
と
整
備
の
内
容
は
。

A	

（学）
島
田
学
園
が
整
備
す
る
幼
保
連
携
型
認
定
こ
ど
も
園
で
、
保
育
園
部
の
定
員

が
84
人
、
幼
稚
園
部
２
６
０
人
、
合
計
３
４
４
人
の
定
員
で
あ
る
。
開
所
は
平

成
30
年
４
月
１
日
の
予
定
で
あ
る
。

Q	

今
後
の
市
内
の
認
定
こ
ど
も
園
の
開
所
予
定
は
。

A	

（学）
島
田
学
園
の
他
に
、
（学）
島
田
中
央
学
園
も
理
事
会
の
承
認
を
受
け
た
と
聞
い

て
い
る
。
こ
の
２
法
人
が
運
営
す
る
幼
稚
園
４
園
が
、
認
定
こ
ど
も
園
に
移
行

す
る
予
定
で
あ
る
。

Q	

現
在
の
幼
稚
園
の
定
員
数
と
実
態
は
。

A	

共
働
き
世
帯
な
ど
が
増
え
保
育
需
要
が
高
ま
っ
て
い
る
。
幼
稚
園
の
定
員
は
合

計
２
０
７
０
人
で
、
10
月
１
日
現
在
の
園
児
数
は
１
４
２
４
人
で
あ
る
。
そ
う

し
た
実
態
か
ら
、
幼
稚
園
部
の
定
数
を
減
ら
し
保
育
園
部
を
持
つ
こ
ど
も
園
に

移
行
が
進
む
と
思
わ
れ
る
。

Q	

民
間
保
育
園
は
慢
性
的
な
保
育
士
不

足
を
抱
え
て
い
る
。
認
定
こ
ど
も
園

に
移
行
す
る
こ
と
で
、
ま
す
ま
す
保

育
士
が
不
足
す
る
こ
と
が
懸
念
さ
れ

る
。
対
策
は
ど
う
か
。

A	

平
成
29
年
１
月
か
ら
保
育
士
の
人
材

バ
ン
ク
を
立
ち
上
げ
、
民
間
保
育
園

の
保
育
士
確
保
の
支
援
に
つ
な
げ
た

い
。
潜
在
的
な
保
育
士
の
再
就
職
支

援
研
修
会
も
開
催
し
た
い
。

Q	

（福）
嬰え

い
育い

く
会
が
向
谷
地
区
に
建
設
す
る
保
育
所
の
定
員
は
。

A	

主
に
ゼ
ロ
歳
か
ら
２
歳
児
ま
で
を
預
か
る
保
育
所
で
、
定
員
は
72
人
で
あ
る
。

Q	

補
助
金
を
増
額
す
る
理
由
は
。

A	

待
機
児
童
が
多
い
こ
と
、
早
期
の
開
所
が
可
能
な
こ
と
、
定
員
を
当
初
の
63
人

か
ら
増
や
し
た
こ
と
に
よ
り
、
交
付
基
準
が
上
が
っ
た
た
め
で
あ
る
。

Q	

六
合
地
区
・
初
倉
地
区
も
待
機
児
童
が
多
い
。
現
在
の
待
機
児
童
数
は
。

A	

潜
在
的
な
児
童
を
含
め
、
旧
島
田
地
区
39
人
・
六
合
地
区
26
人
・
初
倉
地
区
13

人
・
金
谷
地
区
16
人
・
川
根
地
区
１
人
で
あ
る
。

Q	

保
育
所
開
設
に
よ
る
待
機
児
童
へ
の
影
響
は
。

A	

ゼ
ロ
歳
か
ら
４
歳
児
に
お
け
る
待
機
児
童
の
減
少
が
見
込
ま
れ
る
。

Q	

「
我
が
家
の
耐
震
診
断
」
の
増
額
予
算
は
50
戸
分
だ
が
、実
施
さ
れ
れ
ば
実
施
率

は
何
％
に
な
る
か
。

A	
対
象
木
造
住
宅
の
28
・
７
％
と
な
る
。

Q	
一
般
家
庭
60
万
円
・
高
齢
者
家
庭
80
万
円
の
工
事
費
に
15
万
円
を
上
乗
せ
す
る

こ
と
と
な
っ
た
経
緯
は
。

A	

県
が
補
強
工
事
を
推
進
す
る
た
め
、
２
年
の
期
限
で
実
施
す
る
。
こ
れ
ま
で
と

不
公
平
だ
と
感
じ
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
理
解
し
て
ほ
し
い
。

認
定
こ
ど
も
園
の
整
備
は
？

新
た
な
保
育
所
の
開
設
は
？

住
宅
の
地
震
対
策
は
大
丈
夫
か
？

Pick
up

Pick
up

Pick
up

1

23

認定こども園予定地のテニスコート
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経
済
建
設
常
任

員
委

会

乳幼児保育で活躍する地域ボランティア

市民活動の拠点化を目指す地域交流センター

島田市議会には３つの常任委員会があります。議員は必ずいずれかの委員会に
属し議案審査に当たります。11月定例会の議案審査の概要は次のとおりです。

常任委員会報告

厚
生
教
育
常
任

員
委

会

保
育
環
境
整
備
の
た
め
の助

成
事
業

地
域
交
流
セ
ン
タ
ー「
歩ぽ

歩ぽ

路ろ

」の

　
　
　
　
　

役
割
が
大
き
く
変
化

●
民
間
保
育
園
建
設
助
成
事
業

Q	

向
谷
地
区
に
建
設
さ
れ
る
保

育
所
の
開
所
ま
で
の
計
画
と

名
称
は
。

A	

平
成
29
年
１
月
か
ら
２
月
ご

ろ
着
工
、10
月
開
所
予
定
。仮

称「
島
田
ゆ
り
か
ご
保
育
所
」

と
聞
い
て
い
る
。

Q	

（学）
島
田
学
園
が
整
備
す
る
認

定
こ
ど
も
園
で
は
、
保
育
園

部
に
対
し
て
幼
稚
園
部
の
定

数
が
減
少
し
、
全
体
で
の
定

員
数
が
減
る
。
職
員
の
仕
事

は
ど
う
な
る
の
か
。

A	

保
育
園
部
の
新
設
で
保
育
時

間
が
長
く
な
り
、
１
〜
２
歳

児
の
受
入
れ
で
職
員
数
も
多

く
必
要
と
な
る
。
そ
の
た
め
、

●
道
路
照
明
灯
修
繕
事
業

Q	

道
路
照
明
灯
修
繕
は
、
市
内

す
べ
て
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
の
方
向
か
。

A	

す
べ
て
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
の
方
針
だ
。

●
既
存
建
築
物
耐
震
性
向
上
事
業

Q	

崖
地
の
指
定
を
受
け
た
地
域

の
耐
震
化
を
ど
う
考
え
る
か
。

A	

ほ
と
ん
ど
の
と
こ
ろ
で
崖
地

の
対
策
は
し
て
い
る
の
で
、

ぜ
ひ
耐
震
化
を
し
て
ほ
し
い
。

Q	

東
町
御お

請う
け

線
開
通
に
伴
い
認

定
し
た
御
請
３
号
線
を
廃
止

す
る
こ
と
と
な
っ
た
経
過
を

伺
う
。

A	

既
存
路
線
の
整
備
が
難
し
く

新
た
な
路
線
を
計
画
し
た
が
、

用
地
取
得
が
困
難
と
な
り
、

再
度
細
島
御
請
線
を
整
備
す

る
こ
と
と
し
た
。

Q	

事
業
完
了
は
い
つ
ご
ろ
か
。

A	

東
町
御
請
線
の
迂う

回か
い
路
と
な

る
の
で
、
年
度
内
の
完
成
を

目
指
し
て
い
る
。

Q	

平
成
30
年
度
か
ら
業
務
内
容

が
変
わ
る
た
め
、
指
定
管
理

期
間
を
１
年
と
す
る
よ
う
だ

が
、
今
年
度
内
で
の
解
決
は

で
き
な
か
っ
た
の
か
。

A	
静
岡
朝
日
テ
レ
ビ
カ
ル
チ
ャ

ー
の
移
転
調
整
な
ど
に
時
間

が
必
要
で
あ
る
。

平
成
28
年
度

　
一
般
会
計
補
正
予
算

医
療
事
故
に
対
す
る

損
害
賠
償
額
の
決
定

（
平
成
25
年
10
月
発
生
）

平
成
28
年
度

　
一
般
会
計
補
正
予
算

市
道
路
線
の廃

止
に
つ
い
て

指
定
管
理
者
の
指
定

（
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
）

Q	

賠
償
額
１
１
０
０
万
円
の
算

定
根
拠
は
。

A	

市
民
病
院
の
顧
問
弁
護
士
が

交
渉
を
行
っ
た
。
今
回
の
賠

償
内
容
は
、
相
手
方
に
後
遺

症
が
残
っ
た
こ
と
に
よ
る
逸

失
利
益
が
７
割
程
度
、
そ
の

慰
謝
料
が
３
割
弱
で
あ
る
。

対
象
と
な
る
認
定
こ
ど
も
園

で
は
、
来
年
度
３
人
の
職
員

を
採
用
す
る
予
定
で
あ
る
。

●
認
定
こ
ど
も
園
施
設

　
　
　
整
備
助
成
事
業



07 議会だよりShimada City Assembly News

今後利用が検討される金谷庁舎

県
下
初
の
不
妊
治
療
休
暇
の
導
入

●
職
員
給
与
費

Q	

補
正
後
の
職
員
数
が
増
加
し

た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
給
与

合
計
が
減
額
し
た
理
由
は
。

A	

基
準
日
で
あ
る
前
年
10
月
１

日
以
降
の
各
種
退
職
・
身
分

切
り
替
え
の
給
与
増
減
合
計

で
の
減
少
分
と
、
採
用
者
給

与
分
の
差
額
で
あ
る
。

●
市
税
の
過
誤
納
付
金
払
戻
金

Q	

課
税
誤
り
の
原
因
は
。

A	

税
制
改
正
の
際
、
農
業
振
興

地
域
内
の
地
目
が
宅
地
で
あ

っ
た
農
業
用
施
設
の
課
税
を

誤
っ
た
。

Q	

今
後
の
再
発
防
止
策
は
。

A	

評
価
方
法
変
更
の
場
合
、
理

由
書
を
作
成
し
、
複
数
職
員

で
評
価
の
変
更
内
容
を
確
認

す
る
。

平
成
28
年
度

　
一
般
会
計
補
正
予
算

市
職
員
の
勤
務
時
間
、

休
暇
等
に
関
す
る
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例

総
務
生
活
常
任

員
委

会

意
見
書
１
件
を
採
択
し
ま
し
た

　
地
方
議
会
は
、
そ
の
自
治
体
の
公
益
に
関
す
る
こ
と
に
つ

い
て
、
国
に
意
見
書
を
提
出
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
11
月
定
例
会
で
は
意
見
書
の
提
出
１
件
に
つ
い
て
採
択
し
、

国
会
と
関
係
省
庁
に
送
付
し
ま
し
た
。

１　
情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
の
強
化
対
策
と
し
て
、
県

や
市
町
村
が
取
り
組
む
Ｌ
Ｇ
Ｗ
Ａ
Ｎ
接
続
系
と

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
接
続
系
の
シ
ス
テ
ム
の
分
割

や
、
県
と
市
町
村
が
協
力
し
て
構
築
す
る
「
自

治
体
情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ク
ラ
ウ
ド
」
の
運
用

等
に
要
す
る
経
費
に
つ
い
て
、
必
要
な
財
政
措

置
を
確
実
に
講
じ
る
こ
と
。

２　
地
方
自
治
体
の
予
算
編
成
等
に
支
障
が
出
な
い

よ
う
、
補
助
金
交
付
や
シ
ス
テ
ム
改
修
フ
ロ
ー

な
ど
、
円
滑
な
制
度
導
入
準
備
の
た
め
に
必
要

な
情
報
を
適
時
適
切
に
提
供
す
る
こ
と
。

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
の

　
円
滑
な
運
営
に
係
る
財
源
確
保
等

自
治
体
の
負
担
軽
減
を
求
め
る
意
見
書

Q	

不
妊
治
療
休
暇
の
内
容
と
取

得
意
識
の
向
上
策
は
。

A	

働
き
な
が
ら
子
ど
も
を
持
ち

た
い
労
働
者
の
不
妊
治
療
休

暇
を
設
け
、
職
場
全
体
で
支

え
る
意
識
づ
く
り
を
行
う
。

　
　
県
内
初
の
取
り
組
み
で
あ
る
。

　
金
谷
庁
舎
の
今
後
の
取
り
扱
い

は
、
平
成
28
年
度
中
の
方
針
決
定

は
困
難
で
あ
り
、
解
体
を
含
め
具

体
的
計
画
は
無
く
、
一
般
開
放
は

し
な
い
と
の
説
明
が
あ
っ
た
。

そ
の
他
の
報
告
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現場作業員が減少している「すぐやる係」
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一
般
質
問

市
長
に
質た

だ

す
！

　

島
田
市
議
会
11
月
定
例
会
で
は
、

各
議
員
に
よ
る
個
人
質
問
を
実
施
し

ま
し
た
。
全
議
員
が
一
問
一
答
方
式

（
議
員
が
一
つ
の
質
問
し
、市
長
等
も

一
つ
ず
つ
答
弁
）
を
選
択
し
、
質
問

と
答
弁
の
双
方
で
50
分
の
制
限
時
間

内
で
行
い
ま
し
た
。

　
今
号
で
は
、
議
員
17
人
の
個
人
質

問
内
容
の
一
部
を
紹
介
し
ま
す
。

　
あ
な
た
が
興
味
を
持
っ
た
質
問
は

あ
り
ま
す
か
？

　

市
の
方
針
や
市
民
の
皆
さ
ん
の
生
活
に
関
す
る
大
切
な
内
容
全
般
に
つ

い
て
、
市
議
会
議
員
が
市
長
や
執
行
機
関
に
「
一
般
質
問
」
を
行
い
ま
す
。

※
一
般
質
問
全
文
を
掲
載
し
た
会

議
録
と
録
画
映
像
は
、
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

※
録
画
映
像
は
パ
ソ
コ
ン
の
ほ
か
、

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
や
タ
ブ
レ
ッ

ト
で
も
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

市
民
の
声
が
届
く
政
治
を

※このコーナーの掲載記事は、発言議員本人からの寄稿によるものです。

八
や

木
ぎ

伸
のぶ

雄
お

 議員

配
慮
し
た
職
員
体
制
に
す
べ
き
だ
。

A	

全
体
バ
ラ
ン
ス
を
考
慮
し
て
い
る
。

Q 

毎
年
の
よ
う
に
大
幅
な
人
事
異
動
を

し
て
い
る
。
職
員
は
腰
を
据
え
て
仕

事
が
で
き
な
い
。
意
図
は
何
か
。

A	

必
要
な
部
署
に
必
要
な
人
を
配
置
し

た
結
果
だ
。

Q 

自
ら
指
名
し
た
（
当
時
の
）
副
市
長

を
解
任
し
た
。「
す
ぐ
や
る
課
」を
現

市
政
で
「
す
ぐ
や
る
係
」
に
し
、
ま

た
課
に
戻
し
た
。
名
前
よ
り
実
態
だ
。

現
場
職
員
の
減
少
が
問
題
だ
。
大
き

な
組
織
よ
り
市
民
の
ニ
ー
ズ
に
応
え

る
現
場
の
声
を
重
視
す
べ
き
だ
。

A	

副
市
長
は
任
期
途
中
で
あ
っ
た
が
辞

表
が
出
さ
れ
た
。
人
事
は
市
の
業
務

バ
ラ
ン
ス
を
考
慮
し
た
結
果
だ
。

Q 

大
き
く
組
織
が
拡
大
し
た
都
市
基
盤

部
の
予
算
は
、
前
市
長
時
代
の
予
算

の
69
％
だ
。
事
業
量
が
減
っ
て
組
織

が
大
き
く
な
る
の
は
納
得
で
き
な
い
。

来
期
は
大
幅
増
額
か
。

A	
部
と
し
て
は
要
望
し
て
い
る
。

Q 

現
実
に
、
保
育
園
・
幼
稚
園
民
営
化

や
子
ど
も
園
・
保
育
園
の
設
置
な
ど

事
業
量
が
増
し
て
い
る
福
祉
部
門
は

現
状
の
ま
ま
だ
。
事
業
費
と
実
態
に

Q	

初
倉
の
最
終
処
分
場
の
関
係
者
に
は

こ
れ
ま
で
の
心
労
に
感
謝
を
申
し
上

げ
る
。
今
後
は
市
外
委
託
と
新
処
分

場
建
設
の
経
費
を
考
慮
し
て
対
応
し

て
ほ
し
い
。

A	

経
費
は
市
外
委
託
が
有
利
だ
が
、
自

前
の
処
分
場
建
設
も
検
討
す
る
。

ゴ
ミ
最
終
処
分
場
建
設
は

このＱＲコード
からどうぞ！



旧金谷中学校と県種
しゅ

苗
びょう

センターの跡地

未来ある島田市をみんなで創ろう！
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島
田
市
の
今
後
の

施
策
の
方
向
性
を
問
う

定
住
に
必
要
な
も
の
と
は

※このコーナーの掲載記事は、発言議員本人からの寄稿によるものです。

横
よこ

田
た

川
がわ

真
まさ

人
と

 議員

Q	

旧
金
谷
中
学
校
跡
地
は
、「
土
地
は

市
が
用
意
し
、
建
物
は
県
が
用
意
す

る
」
と
い
う
約
束
で
は
な
か
っ
た
か
。

A	

そ
の
通
り
で
あ
る
。
そ
の
考
え
は
ぶ

れ
た
こ
と
は
な
い
。

Q	

今
回
の
「
旧
金
谷
中
学
校
跡
地
の
活

用
に
向
け
た
基
本
計
画
」で
は「
県
と

市
が
」
と
い
う
言
葉
は
多
い
が
、「
県

Q 

中
山
間
地
に
移
住
者
が
増
え
る
た
め

に
は
ど
う
い
っ
た
も
の
が
必
要
か
。

A	

ニ
ー
ズ
や
生
活
ス
タ
イ
ル
に
合
っ
た

物
件
を
紹
介
し
て
い
る
。

Q 

不
便
な
と
こ
ろ
を
解
消
し
て
住
ん
で

も
ら
う
と
い
う
考
え
は
あ
る
か
。

A	

空
き
家
改
修
の
た
め
の
補
助
金
や
新

築
住
宅
の
補
助
金
も
用
意
し
て
い
る
。

Q 

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
の
運
行
ダ
イ
ヤ

を
４
月
に
改
正
し
た
。
そ
れ
に
対
し

て
の
意
見
要
望
は
あ
っ
た
か
。

A	

課
題
や
意
見
を
も
ら
っ
て
い
る
。
来

年
度
以
降
に
変
更
を
重
ね
な
が
ら
、

　
　
ニ
ー
ズ
に
合
っ
た
整
備
を
進
め
る
。

正
化
に
向
け
た
取
り
組
み
で
は
、
建

物
や
付
帯
設
備
の
劣
化
状
況
の
調
査

を
進
め
て
い
る
。
保
有
量
の
適
正
化

に
つ
い
て
は
、
現
在
の
各
施
設
の
利

用
実
態
に
つ
い
て
デ
ー
タ
を
整
理
し

て
い
る
。
管
理
費
に
つ
い
て
は
、
各

施
設
の
維
持
管
理
に
係
る
費
用
を
整

理
す
る
と
と
も
に
、
今
後
必
要
と
な

る
修
繕
・
更
新
費
用
の
財
源
確
保
に

向
け
て
、
公
民
連
携
手
法
の
導
入
の

可
能
性
に
つ
い
て
調
査
を
し
て
い
る
。

Q 

第
２
次
総
合
計
画
策
定
状
況
を
伺
う
。

A	

基
本
構
想
の
核
と
な
る
ま
ち
の
将
来

像
の
案
を
、
８
月
末
に
実
施
し
た
市

民
意
識
調
査
結
果
等
を
も
と
に
調
整

し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

Q 

６
月
に
市
議
会
が
提
言
し
た
大
き
な

６
項
目
に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う
に
計

画
に
反
映
さ
れ
る
の
か
。

A	

基
本
構
想
に
基
づ
き
基
本
計
画
を
策

定
し
て
い
く
が
、
そ
の
中
で
検
討
し

て
い
く
。

Q 

人
口
減
少
問
題
に
ど
う
取
り
組
ん
で

い
く
の
か
。

A	

人
口
減
少
は
、
徐
々
に
私
た
ち
の
暮

ら
し
や
経
済
に
影
響
を
与
え
る
。
影

響
を
最
小
限
に
抑
え
、
人
口
減
少
に

対
応
で
き
る
ま
ち
づ
く
り
が
必
要
だ
。

島
田
市
の
持
つ
特
性
や
魅
力
を
生
か

し
、
創
意
工
夫
や
独
自
性
の
あ
る
戦

略・施
策
を
創
出
し
、
強
力
に
推
進・

展
開
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

Q 

公
共
施
設
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
事
業
へ
の

取
り
組
み
に
つ
い
て
伺
う
。

A	

適
正
化
推
進
プ
ラ
ン
の
策
定
作
業
を

進
め
て
い
る
。
各
施
設
の
品
質
の
適

紅
くればやし

林　貢
みつぐ

 議員

県
が
主
導
で
や
る
べ
き
こ
と

が
」
と
い
う
言
葉
が
ま
っ
た
く
な
い
。

ど
う
な
っ
て
い
る
か
。

A	

島
田
市
も
地
権
者
と
し
て
関
わ
っ
て

い
る
の
で
、
表
現
が
そ
の
よ
う
に
な

っ
て
い
る
。

Q	

県
知
事
交
代
で
一
時
保
留
に
な
っ
て

か
ら
、
県
に
は
や
る
気
が
な
い
と
感

じ
る
。
市
が
焦
る
の
で
は
な
く
、
し

っ
か
り
と
県
に
責
任
を
取
っ
て
も
ら

う
形
に
し
て
ほ
し
い
。

A	

現
在
、
県
は
専
属
職
員
を
配
置
す
る

な
ど
、
や
る
気
を
感
じ
て
い
る
。
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が
大
井
川
で
緑
が
茶
園
の
マ
ー
ク
は
、

大
井
川
を
挟
ん
で
合
併
し
た
意
味
で

も
素
晴
ら
し
い
と
評
価
す
る
。

　
　
「
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総
合
戦

略
」「
緑
茶
化
計
画
」に
よ
り
島
田
市

を
良
く
し
た
い
と
願
い
、
ロ
ゴ
マ
ー

ク
を
、
私
を
含
め
た
一
部
議
員
も
身

に
着
け
て
い
る
が
、
職
員
各
位
は
ど

ん
な
思
い
で
身
に
着
け
て
い
る
か
。

A	

同
じ
強
い
思
い
を
持
っ
て
島
田
市
に

広
め
た
い
と
、
ネ
ク
タ
イ
を
着
け
て

い
る
。

Q 

移
住
定
住
促
進
に
関
す
る
目
標
は
、

達
成
す
る
見
込
み
が
あ
る
の
か
。

A	

５
年
間
の
目
標
件
数
１
０
０
件
に
対

し
、
平
成
27
年
度
３
件
、
今
年
は
11

月
ま
で
に
11
件
と
な
り
、
目
標
達
成

に
向
け
、
積
極
的
な
取
り
組
み
を
行

っ
て
い
る
。

Q 

新
東
名
高
速
道
路
周
辺
「
賑
わ
い
交

流
拠
点
事
業
」
に
鑑
み
、
大
井
川
鐵

道
の
新
駅
に
つ
い
て
、
市
の
責
任
で

設
置
す
る
考
え
は
あ
る
か
。

A	

市
と
し
て
、
新
駅
に
関
わ
る
事
業
費

の
試
算
は
し
て
い
な
い
。

Q 

内
陸
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
計
画
エ
リ
ア
の

農
用
地
の
除
外
が
達
成
さ
れ
れ
ば
転

用
可
能
農
地
と
な
る
こ
と
か
ら
、
特

定
用
途
制
限
地
域
に
指
定
す
る
と
聞

く
が
、
各
ゾ
ー
ン
の
乱
開
発
は
防
げ

る
の
か
。

A	
県
と
協
議
中
で
あ
る
が
、
３
つ
の
ゾ

ー
ン
に
適
し
た
設
定
を
す
る
。

　
　
特
定
用
途
制
限
地
域
に
指
定
す
れ
ば

そ
の
強
い
制
限
の
中
で
守
ら
れ
る
。

Q ｢

緑
茶
化
計
画
」
の
ロ
ゴ
マ
ー
ク
は
、

緑
を
中
心
に
複
数
あ
る
な
か
、
水
色

Q 

９
月
定
例
会
で
債
務
負
担
行
為
補
正

さ
れ
た
「
光
フ
ァ
イ
バ
網
整
備
事
業

補
助
金
」
の
整
備
範
囲
は
、
市
内
全

域
を
目
指
し
て
い
る
の
か
。

A	

市
光
フ
ァ
イ
バ
網
整
備
推
進
協
議
会

で
の
協
議
の
結
果
、
今
回
の
事
業
候

補
対
象
地
域
を
大
長
地
区・北
五ご

和か
・

伊
久
美
地
区
・
川
根
地
区
・
笹
間
地

区
の
未
整
備
地
域
全
域
と
し
、
市
内

全
域
の
整
備
を
目
指
す
。

Q 

来
年
度
実
施
で
き
な
い
地
区
が
あ
る

場
合
、
ど
う
対
応
し
て
い
く
の
か
。

A	

光
フ
ァ
イ
バ
網
の
実
施
主
体
は
民
間

事
業
者
で
あ
る
。
来
年
度
に
実
施
で

き
な
か
っ
た
地
区
が
発
生
し
た
場
合

は
、
市
か
ら
事
業
者
に
提
案
を
求
め
、

費
用
等
の
内
容
を
精
査
の
上
、
必
要

な
支
援
を
し
た
い
。

「緑茶化計画」ロゴマーク活用ネクタイ

ポンプ操法の訓練状況

ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と

 

創
生
総
合
戦
略

市
内
全
域
整
備
を
目
指
す

光
フ
ァ
イ
バ
網
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大
おお

石
いし

節
せつ

雄
お

 議員

Q	

現
在
、
非
常
招
集
訓
練
時
に
は
消
防

車
の
サ
イ
レ
ン
は
鳴
ら
し
て
い
な
い
よ

う
だ
が
、
災
害
時
に
運
転
者
の
安
全

走
行
を
考
え
る
と
必
要
で
は
な
い
か
。

A	

提
言
は
真
摯
に
受
け
と
め
る
。
市
民

の
理
解
を
得
な
が
ら
、
い
ろ
い
ろ
な

形
で
話
し
合
い
を
進
め
る
。

Q	

消
防
団
活
動
で
、
通
信
が
困
難
と
な

る
地
区
の
対
応
は
ど
う
し
て
い
る
か
。

A	

ア
マ
チ
ュ
ア
無
線
を
利
用
し
、
通
常

の
訓
練
と
災
害
時
の
通
信
を
確
保
し

て
い
る
。

Q 
ア
マ
チ
ュ
ア
無
線
資
格
取
得
時
の
経

費
負
担
を
補
助
で
き
な
い
か
。

A	

通
信
確
保
は
重
要
で
あ
る
。
対
応
で

き
る
か
調
査
研
究
し
た
い
。

消
防
団
活
動
に
市
民
理
解
を

仲
なか

田
だ

裕
ゆう

子
こ

 議員


